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東近江市立認定こども園等給食調理業務仕様書 

 

 東近江市立認定こども園等給食調理業務の仕様は、以下のとおりとする。 

 

１ 業務名 

東近江市立認定こども園等（八日市、永源寺及び蒲生地区）給食調理業務 

 

２ 履行場所 

 東近江市立わかば幼児園（東近江市野村町1934番地） 

東近江市立中野むくのき幼児園（東近江市東中野町４番17号） 

東近江市立あかね幼児園（東近江市三津屋町12番地） 

東近江市立永源寺もみじ幼児園（東近江市上二俣町24番地１） 

東近江市立蒲生幼児園（東近江市市子川原町891番地１） 

東近江市立八日市寺小規模保育事業所（東近江市寺町799番地） 

 

３ 委託期間等 

(1) 調理委託期間 

令和８年４月１日から令和13年３月31日まで 

 (2) 準備期間 

契約締結日から令和８年３月31日まで。この期間内に引継ぎ、打合せ、研修、 

見学、各種書類の提出等を行い、同年４月１日から東近江市立認定こども園等 

（八日市、永源寺及び蒲生地区）給食調理業務（以下「本業務」という。）を円  

 滑に遂行できるよう準備を行うこと。 

 

４ 業務実施の基本条件 

(1) 東近江市立わかば幼児園、東近江市立中野むくのき幼児園、東近江市立あかね 

幼児園、東近江市立永源寺もみじ幼児園、東近江市立蒲生幼児園及び東近江市立

八日市寺小規模保育事業所（以下「施設」という。）の開所日 

   日曜日、１月２日、同月３日、12月29日から同月31日まで及び国民の祝日に関

する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日を除いた日とする。 

 (2) 給食実施日 

施設の開所日のうち、月曜日から金曜日までとする。ただし、施設の行事等に

より給食を実施しない日を除く。 
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 (3) 業務時間 

   給食調理業務（業務分担表（別表１）に規定する受注者が分担する業務のうち、 

  給食関係調査の企画・実施、給食室、設備、調理器具等の修繕（受注者の過失責 

 任によるもの）、定期健康診断の実施、検便検査の実施（月１回以上）、衛生管 

理、事故防止対策等のマニュアルの策定及び労災保険の加入を除く業務をいう。 

以下同じ。）は、次に記す施設開所時間内に行うものとする。 

   月曜日から金曜日まで 午前７時30分から午後５時15分まで 

 (4) 対象者及び食数 

  ア 喫食対象者は入所児童、職員、行事での来賓者等とし、食数はこれに加えて

検食（１人分）、展示食及び保存食を含めた数とする。食数決定については、

各施設長から事前に連絡を行う。 

イ 食数は年間で変動があるため、次の予定食数を参考に食数に見合った対応を

行うこと。 

   予定食数 

 通常 

予定食数 

土曜日 

予定食数 

長期休業期間 

予定食数 

東近江市立わかば幼児園 85食 15食 250食 

東近江市中野むくのき幼児園 100食 15食 240食 

東近江市立あかね幼児園 75食 20食 180食 

東近江市立永源寺もみじ幼児園 55食 15食 120食 

東近江市立蒲生幼児園 65食 10食 160食 

東近江市立八日市寺小規模保育

事業所 
35食 0食 35食 

   ※在園児数及び利用状況により、食数は変動する。 

   ※土曜日の給食については、パン、牛乳等の調理が不要なものを提供するため、

金曜日に食品が納品される場合は、検収を行い、園長に引き渡すこと。 

 (5) 給食開始時間及び対象者 

  ア 給食は、給食開始時間に必ず提供すること。 

    なお、給食開始時間及び対象者は、次のとおりとする。 

  給食開始時間及び対象者  

区分 食事内容 給食開始時間 対象者 

平
日 

湯茶 午前９時 園児全員（随時提供） 

午前おやつ 午前９時30分 ０～２歳児 
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昼食 午前11時 園児全員（０～２歳児は個別盛り、

３～５歳児は配缶制） 

午後おやつ 午後３時 園児全員 

湯茶 午後５時 延長保育希望者 

  イ 各給食提供前に、施設長等による検食を受けること。 

  ウ 保育の運営上、給食時間、提供内容等に変更がある場合は、事前に連絡する。 

  エ 湯茶については、朝の提供後も必要に応じて随時準備すること。 

 

５ 業務内容 

  本業務の内容は、業務分担表（別表１）のとおりとする。 

 (1) 給食管理 

  ア 受注者は、幼児施設における給食の趣旨を十分に理解し、児童に安全かつ安

心で良質な給食を提供すること。 

  イ 児童の発達段階及び健康状態に応じた離乳食、乳児食、幼児食、食物アレル

ギー対応食（代替食及び除去食）及び病気による食事配慮について対応をする

こと。特に、個別対応が必要な離乳食、乳児食、食物アレルギー対応食（代替

食及び除去食）及び病気による食事配慮については、事前に施設長、担当職員、

保護者、市栄養士等と十分協議の上、提供すること。また、新たに入所する際

の食事についての面談についても、必要に応じて給食調理業務に従事する者（以

下「業務従事者」という。）のうち責任者（以下「業務責任者」という。）が

立ち会うこと。 

  ウ 離乳食及び乳児食については、各児童の日々の健康状態に応じた調理形態及

び食品で提供できるよう、常に施設長又は担当職員と連携すること。 

エ 食物アレルギー対応食（代替食及び除去食）については、生活管理指導表（様

式15）及びアレルギー除去指示書（様式16）の区分による主治医の指示の下、

東近江市（以下「発注者」という。）が作成したアレルギー園児チェック表（様

式17）に基づき、対応すること。 

  オ 食物アレルギー又は病気の重症度により、給食の提供を受けることが不可能

であるという医師の指示及び給食を提供しないことに対する保護者の承諾があ

る場合等の特別な理由がない限り、安全に給食の提供ができるよう、発注者及

び受注者の双方が十分に協議及び検討すること。 

  カ 発注者の作成した献立表に基づき、発注者が提供する食品を使用して調理す

ること。 

  キ 発注者の指示により献立の変更がある場合は、適宜対応すること。 
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  ク 給食提供前には、検食として１食分を施設長に提出すること。また、検食で

異常を認めた場合は、施設長の指示に従い対応すること。 

ケ 児童への提供は、検食が終わってからの配膳とすること。 

  コ 施設が実施する行事、食育活動等に対して積極的に協力すること。 

  サ 各関係会議には、必要に応じて業務責任者が参加すること。 

  シ 受注者は、東近江市内の各幼児施設と良好な関係を構築するとともに、会議

及び研修会にはやむを得ない事情がある場合を除き参加し、情報交換を行うこ

とで、職員の資質向上に努めること。 

  ス 受注者は、当日の給食調理業務が完了した後、次の文書を作成の上、施設長

に提出し、確認を受けなければならない。 

    なお、様式については、変更する場合がある。 

報 告 書 様式番号 

調理従事者個人別健康観察記録（個表） 様式１ 

原材料の納品及び検収伝票 様式２ 

衛生管理チェックリスト 様式３ 

調理作業記録表 様式４ 

施設安全点検表（刃物） 様式５―１ 

施設安全点検表（火元等） 様式５―２ 

発注書 様式６ 

給食反省記録表 様式７ 

月間給食費一覧表 様式８ 

献立変更連絡表 様式９ 

食品受払簿 様式10 

残品報告表 様式11 

業務完了届 様式12 

業務従事者報告書 様式13 

業務従事者変更報告書 様式14 

生活管理指導票（食物アレルギー） 様式15 

アレルギー除去指示書 様式16 

アレルギー園児チェック表 様式17 

給食野菜使用量 様式18 

 (2) 食品管理 

  ア 発注者が発注する食品の納品確認については、発注書と照合するとともに、
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検収伝票に基づき実施すること。 

  イ 納品された食品は、直ちに所定の場所に保管し、適正に管理すること。 

 (3) 調理作業 

  ア 業務従事者は、給食調理業務開始前に朝礼等を実施するなど、給食調理業務

内容の確認を行うこと。 

  イ 調理の作業手順は、本仕様書及び厚生労働省通知の大量調理施設衛生管理マ

ニュアル及び東近江市認定こども園等給食衛生管理マニュアルを基に作業工程

表を作成すること。 

  ウ 調理は、施設内で実施すること。 

なお、施設外で調理し搬入する方法は認めない。 

エ 残飯及びごみの処理は、東近江市の分別方法に従い、適切に行うこと。 

 (4) 衛生管理 

  ア 衛生管理については、本仕様書、厚生労働省通知の大量調理施設衛生管理マ

ニュアル及び東近江市認定こども園等給食衛生管理マニュアルに準じたもので

あること。 

  イ 給食室、設備、調理器具等は、常に適切な方法で清掃及び洗浄消毒を行い、

衛生管理を徹底すること。 

 (5) 給食室、設備、調理器具等管理 

  ア 給食室、設備、調理器具等については、受注者に無償で貸与する。他に業務

の利便性向上のため新たに調理器具等を持ち込む場合は、発注者の許可を得る

こと。 

    なお、無償で貸与するに当たり、使用賃借契約を締結することとする。 

  イ 給食室、設備、調理器具等の保守及び管理に努めること。 

    なお、施設、設備器具等が破損した場合は、速やかに発注者に報告し、修繕

については、発注者が行うものとする。ただし、受注者の過失による場合は、

受注者が修繕するものとする。 

 (6) 労働安全衛生 

  ア 受注者は、業務従事者並びにその家族及び同居人の健康管理について、絶え

ず注意を払い、異常がある場合は、業務従事者を速やかに医療機関に受診させ

るなど、必要な措置を講じること。 

  イ 受注者は、業務従事者に対して、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32

号）に定める定期健康診断を年１回以上、赤痢菌、サルモネラ菌及び腸管出血

性大腸菌についての検便検査を月１回実施することとし、10月から３月までの

間は、月１回以上のノロウイルスの検便検査を実施すること。 
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    なお、検査結果については、その都度、発注者に報告すること。 

  ウ 受注者は、業務従事者の健康診断又は検便検査の結果、就労に適しないと認

めた場合は、その旨を発注者に報告するとともに、代替職員を派遣すること。 

  エ 受注者は、業務従事者に変更がある場合は、変更後の業務従事者が新たに従

事する日までに健康診断及び検便検査を行い、異常がないことを確認の上、発

注者に報告すること。 

 

６ 業務従事者 

 (1) 業務従事者は、幼児施設における給食の趣旨を十分認識し、東近江市認定こど

も園等給食衛生管理マニュアルその他関係法令等に基づき調理を行うこと。 

 (2) 業務従事者は、各関係会議、研修会等に積極的に参加し、資質の向上に努める 

こと。 

 (3) 施設における業務従事者は、必ず２人以上配置すること。 

 (4) 業務遂行上の責任者として業務従事者を指揮及び監督し、施設及び発注者との

連絡調整を行うため、業務責任者を配置すること。また、業務責任者は、食品衛

生責任者の責任も負うこと。 

 (5) 業務責任者以外の常勤職員を業務副責任者として指定し、業務責任者が会議、

休憩等で給食室に不在のときは、業務責任者の業務を代行すること。 

 (6) 業務責任者及び業務副責任者のほかに、給食調理業務に専従する職員を配置す

ること。配置人数については、献立内容、食数及び個別対応の状況に応じて判断

すること。 

 (7) 施設における業務従事者は、免許有資格者（調理師又は栄養士若しくは管理栄 

養士）又は保育所若しくは認定こども園での給食調理業務を経験した者とする。 

ただし、業務責任者及び業務副責任者については、有資格者（調理師）であるこ 

と。 

 (8) 常時、発注者及び配属先の施設との連携が取れる体制を取ること。特に、東近

江市役所の開庁時間（午前８時30分から午後５時15分まで）は連携が取れる職員

配置とすること。 

 (9) 各施設における職員配置の最低基準は、次のとおりとする。 

園名 
業務責任者 

（調理師） 

業務副責任者   

（調理師） 

調理業務専従者   

東近江市立 

わかば幼児園 
１人 １人 １人 
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東近江市立 

中野むくのき幼児園 
１人 １人 １人 

東近江市立 

あかね幼児園 
１人 １人 １人 

東近江市立 

永源寺もみじ幼児園 
１人 １人  

東近江市立 

蒲生幼児園 
１人 １人  

東近江市立八日市寺 

小規模保育事業所 
１人 １人  

 (10) 緊急時の対応のため、交代要員を配置し、事前に発注者に報告すること。 

 (11) 発注者が必要と認める場合を除き、本業務の契約期間中に業務従事者を変更し 

てはならない。 

 (12) 円滑かつ確実に本業務を遂行できない場合は、必要に応じて職員配置の見直 

しを行うこと。 

 (13) 受注者は、次に掲げる文書で業務従事者に係る事項を発注者に報告しなけれ 

ばならない。 

なお、発注者は、次の報告書以外にも、追加の報告を求めることがある。 

  ア 報告書 

報 告 書 様式番号 提出時期 

業務従事者報告書 様式13 毎年度の業務開始２週間前まで 

業務従事者変更報告書 様式14 変更前日まで 

健康診断結果報告書（写） 指定なし 実施後速やかに 

検便検査結果報告書（写） 指定なし 実施後速やかに 

  イ 報告書に添付する書類 

    業務従事者報告書（様式13）及び業務従事者変更届（様式14）については、

次の書類を添付すること。 

   (ｱ) 履歴書（給食調理業務の経歴を含む。） 

   (ｲ) 調理師免許証（写） 

   (ｳ) 栄養士免許証（写）又は管理栄養士免許証（写） 

   (ｴ) 健康診断結果報告書（写）（労働安全衛生規則第43条及び第44条を満たす

もの） 

   (ｵ) 検便検査結果報告書（写）（本業務開始前30日以内の検査結果を提出する
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こと。） 

 

７ 業務従事者の服務 

(1) 業務責任者は、適切に業務を遂行するための作業工程表を作成し、給食調理業

務全般の責任を負うこと。 

(2) 業務責任者は、施設内において火災、盗難等の事故が起こらないように適正に

管理すること。 

(3) 給食調理業務中には、給食室内に関係者以外の者を入室させないこと。また、

給食調理業務に不要な物を給食室に持ち込まないこと。 

(4) 業務従事者は、言動に注意し、礼儀正しく、親切丁寧な対応を行うこと。 

(5) 業務従事者は、清潔かつ清楚な服装を着用すること。 

(6) 業務上知り得た個人情報については、別記個人情報取扱特記事項を遵守し、適切に

取り扱わなければならない。 

 

８ 食中毒、事故等発生時の対応 

 (1) 受注者は、食中毒、事故等の発生時の対応として、製造物責任法（平成６年法

律第85号）に基づく生産物賠償責任保険等に加入すること。 

 (2) 受注者は、受注者の責任で食中毒等の事故が発生した場合又は契約に定める義

務を履行しないため発注者に損害を与えた場合は、発注者に対し損害を賠償する

こと。 

 (3) 受注者は、衛生管理及び危機管理体制を確立すること。 

 

９ 委託料 

 (1) 委託料は、令和８年４月１日から令和13年３月31日までの本業務に係る経費と

する。本業務開始前の準備期間における経費については、受注者が負担すること。 

 (2) 委託料は原則として月払いとし、発注者は受注者の請求に基づき、支払うもの

とする。 

   なお、発注者が受注者に支払う各月の委託料は、業務履行年度の委託料を12で

均等に分割した額とする。この場合において、100円未満の端数があるときは、そ

の端数を切り捨てた額を当該年度の４月分から２月分までの各月分の委託料と

し、同年度の委託料から同年度の４月分から２月分までの委託料を差し引いた額

を同年度の３月分の委託料とする。 

 (3) 経費の分担区分については、経費の分担区分（別表２）のとおりとする。 
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10 代行保証人 

 (1) 受注者は、労働争議その他の事情により本業務の全部又は一部の遂行が困難に

なった場合に備えて、受注者に代わって本業務を実施する代行者を定め、又は代

行保証制度に加入する等の給食調理業務が代行される制度を整備し、契約締結後

速やかに代行制度の整備状況を証する書類を発注者に提出すること。 

 (2) 代行保証人は、発注者が受注者の責めに帰すべき事由により、本業務の継続が

困難であると判断した場合は、速やかに本業務を引き継ぐものとする。この場合

における委託料は、当該年度の委託料総額から既に受注者に対し支払った費用及

び事業中断により発注者が被った損害で受注者から賠償を受けていない額を減じ

た額とする。 

 

11 契約の解除 

 (1) 発注者の解除権 

  ア 発注者は、次の(ｱ)から(ｳ)までのいずれかに該当するときは、契約を解除す

ることができる。 

   (ｱ) 受注者の責めに帰すべき事由により、適切に給食を提供できないとき。 

   (ｲ) 受注者が正当な理由なく、本業務に着手すべき期日を過ぎても本業務に着

手しないとき。 

   (ｳ) 受注者が次のいずれかに該当するとき。 

    ａ 役員等が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法

律第77号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）

であると認められるとき。 

    ｂ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定す

る暴力団（以下「暴力団」という。）又は暴力団員が経営に実質的に関与

していると認められるとき。 

    ｃ 役員等が自己、自社又は第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損

害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認め

られるとき。 

    ｄ 役員等が暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与

する等直接的又は積極的に暴力団の維持又は運営に協力し、若しくは関与

していると認められるとき。 

    ｅ 役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に避難されるべき関係を有してい

ると認められるとき。 

  イ 発注者は、受注者が次の(ｱ)から(ｳ)までのいずれかに該当するときは、契約
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を解除することができる。 

   (ｱ) 公正取引委員会が受注者に違反行為があったとして私的独占の禁止及び公

正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第54号。以下「独占禁止法」とい

う。）第７条第１項若しくは第２項（独占禁止法第８条の２第１項及び第20

条第２項において準用する場合を含む。）、第８条の２第１項若しくは第３

項、第17条の２又は第20条第１項の規定による命令をし、当該命令が確定し

たとき。 

   (ｲ) 公正取引委員会が受注者に違反行為があったとして独占禁止法第７条の２

第１項（同条第２項及び独占禁止法第８条の３において読み替えて準用する

場合を含む。）の規定による命令をし、当該命令が確定したとき。 

   (ｳ) 受注者（受注者が法人の場合にあっては、その役員又は使用人）について

刑法（明治40年法律第45号）第96条の６又は第198条の規定による刑が確定し

たとき。 

 (2) 受注者の解除権 

  ア 受注者は、次のいずれかに該当するときは、契約を解除することができる。 

   (ｱ) 業務委託仕様書を変更したため業務委託料が３分の２以上減少したとき。 

   (ｲ) 発注者が契約に違反し、その違反によって契約の履行が不可能になったと

き。 

  イ 受注者は、アの規定により契約を解除した場合において損害があるときは、

その損害の賠償を発注者に請求することができる。 

 (3) 債務不履行の措置 

  ア 発注者は、受注者の責めに帰すべき事由により債務不履行又はそのおそれが

見込まれる場合には、受注者に対し改善勧告を行い、速やかに改善策の提出及

びその実施を求めることができる。 

  イ 発注者は、発注者の指定する期間内に十分な改善がなされなかった場合には

契約を解除し、これにより生じた損害の賠償を受注者に請求することができる。 

  ウ 発注者は、受注者が本業務を完全に履行する見込みがないと認めるときは、

代行保証人に対し、本業務の履行を求めることができる。 

 (4) 解除の効果 

   契約が解除された場合には、発注者及び受注者の義務は消滅する。 

 (5) 解除に伴う措置 

   受注者は、契約が解除された場合において貸与品等があるときは、当該貸与品

等を発注者に返還しなければならない。この場合において、当該貸与品等が受注

者の故意又は過失により減失又は毀損したときは、代品を納め、若しくは原状に
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復して返還し、又は返還に代えてその損害を賠償しなければならない。 

 

12 再委託の禁止 

  受注者は、契約に基づく権利を第三者に譲渡し、又は本業務の全部若しくは一部

を第三者へ委託してはならない。 

 

13 その他 

 (1) 受注者は、災害等による緊急時は、発注者の指示に従い、協力すること。 

 (2) 受注者は、電気、ガス、水道等の不必要な使用を避け、光熱水量の縮減に努め

るとともに、ごみの減量化に努めること。 

 (3) 受注者は、業務上知り得た事項を漏らしてはならない。本業務が終了した後も、

同様とする。 

(4) 受注者は、給食調理業務及び作業を行う際に損害を与え、又は作業場の欠陥に

より損害を生じさせた場合は、発注者に速やかに報告し、受注者の責任において

解決すること。 

 (5) 地産地消の推進については、発注者の方針に従い、その対応に協力すること。 

 (6) 受注者は、業務従事者に児童と同じ目線に立って給食調理業務を行わせるため、

給食調理業務実施日には業務従事者に施設で調理した給食を昼食として提供する

こととし、その費用を発注者に支払うこととする。 

 (7) 本仕様書は、本業務の大要を示すものであるため、定めのない事項については、

双方誠意をもって協議し、決定する。また、疑義が生じた場合についても、発注

者と受注者で協議するものとする。 

 

14 留意事項 

 (1) 入札金額については、１年当たりの金額（税抜）を記載すること。 

(2) 本業務は、令和７年度から令和12年度までの債務負担行為に基づくものであ

り、契約締結日から令和８年３月31日までの間の支払義務は生じないものとす

る。 

 

15 施設の確認 

  施設内給食室の確認を行う場合は、日程調整のため令和７年７月４日（金）まで 

に以下に連絡すること。 

  連絡先 こども未来部幼児課 担当 八田 

  電話 0748-24-5647 
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別表１ 業務分担表 

業務内容 発注者 受注者 

給食管理 

給食運営の管理 〇  

給食関係各会議の開催運営 〇  

同会議のへの参加・協力  〇 

給食関係調査の企画・実施 〇 〇 

検食の実施・調査 〇  

書
類
管
理 

作業工程表の作成  〇 

納品検査表（検収・調理作業）の記録  〇 

衛生点検表等の作成  〇 

伝票整理  〇 

食物アレルギー対応食確認表の作成 〇  

食物アレルギー対応食確認表の確認 〇 〇 

栄養管理 

児童の実態把握 〇  

必要な栄養量の管理 〇  

献立作成 〇  

献立評価 〇  

食品管理 

食品選定 〇  

購入先の選定 〇  

発注            〇 

納品確認  〇 

食品保管  〇 

在庫確認 〇 〇 

調理作業 

調理  〇 

配膳  〇 

調理器具、食器等の洗浄消毒  〇 

衛生管理 

食品の衛生管理  〇 

給食室・設備及び調理器具等の衛生管理  〇 

保存食の確保、管理  〇 

調理済食材の細菌検査（年１回） 〇  

給食室、 

設備及び

調理器具

給食室、設備の設置・改修 〇  

給食室、設備の管理  〇 

調理器具等の管理  〇 
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等の管理 調理器具等の確認 〇  

給食室、設備、調理器具等の修繕 〇  

給食室、設備、調理器具等の修繕（受注者の過

失責任によるもの） 

 〇 

労働安全

衛生ああ 

定期健康診断の実施  〇 

検便検査の実施（月１回以上）※10月から３月

まではノロウイルスの検便検査も実施 

 〇 

衛生管理、事故防止対策等のマニュアルの策定  〇 

労災保険の加入  〇 

 

別表２ 経費の分担区分 

項  目 発注者 受注者 

設備の購入費 〇  

調理に必要な機器・器具類（貸与以外）  〇 

光熱水費 〇  

食材費 〇  

食器・食缶類の購入費 〇  

給食室、設備、調理器具等の修繕費 〇  

給食室、設備、調理器具等の修繕費 

（受注者の過失責任によるもの） 

 〇 

防鼠・防虫の害虫駆除費 〇  

労災保険料  〇 

受注者の人件費及び法定福利費  〇 

受注者の保健衛生費（健康診断・検便等）  〇 

受注者の被服費※１・洗濯費  〇 

研修に関する費用  〇 

消耗品※２の購入に要する費用  〇 

※１ 被服 

白衣上下、帽子、コックシューズ、個人調理用ゴム手袋、防水エプロン等 

※２ 消耗品 

    ボール、ざる、まな板、包丁等調理器具、洗浄・消毒薬品、ペーパータオル、 

ビニール袋、使い捨て手袋、使い捨てマスク、掃除用具等 
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（様式１） 
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（様式２） 
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（様式３） 
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（
-
1

8
℃

以
下

)、
た

だ
し

保
存

食
の

保
管

　
調

理
室

内
に

ね
ず

み
等

衛
生

害
虫

は
出

て
い

な
い

（
ハ

エ
、

ゴ
キ

ブ
リ

）

　
品

質
・

鮮
度

・
品

温
・

異
物

の
混

入
を

十
分

に
点

検
し

検
収

伝
票

に
記

録
し

た

　
遊

離
残

留
塩

素
を

確
認

し
た

（
0

.1
m

g
/
Ｌ

以
上

あ
っ

た
）

　
　

　
　

　
　

作
業

前

　
※

遊
離

残
留

塩
素

の
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
結

果
を

記
録

　
　

　
　

　
　

作
業

後

　
保

管
庫

内
で

の
原

材
料

の
相

互
汚

染
が

防
が

れ
て

い
る

　
保

管
し

て
い

た
食

品
は

安
全

を
確

認
し

て
か

ら
使

用
し

た

点
　

　
検

　
　

項
　

　
目

　
納

入
業

者
は

衛
生

的
な

服
装

で
あ

る

作 　 　 　 　 　 業 　 　 　 　 　 前

　
施

設
は

十
分

な
換

気
が

行
な

わ
れ

、
高

温
多

湿
が

避
け

ら
れ

て
い

る

　
場

所
で

区
分

さ
れ

て
い

る

　
食

器
・

容
器

類
は

よ
く

乾
燥

し
、

衛
生

的
に

保
管

さ
れ

て
い

る

　
納

入
業

者
は

検
収

時
に

下
処

理
室

や
調

理
室

に
立

ち
入

っ
て

い
な

い

　
　

×
が

つ
い

た
項

目
に

つ
い

て
、

改
善

し
た

点
・

改
善

す
べ

き
点

　
食

材
等

は
整

理
整

頓
さ

れ
て

い
る

　
ね

ず
み

、
ゴ

キ
ブ

リ
等

衛
生

害
虫

は
い

な
い

施 　 設 　 設 　 備 使 用 水 検 　 収 食 品 棚

　
原

材
料

を
配

送
用

包
装

の
ま

ま
非

汚
染

区
域

に
持

込
ん

で
い

な
い

園
　

長
主

　
任

調
理

担
当

者
決 　 裁

　
食

品
は

、
検

収
場

所
で

検
収

責
任

者
が

立
ち

会
い

受
け

取
っ

た
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（様式４） 

 

測
定
時
間

室
温

湿
度

冷
蔵
庫
①

冷
蔵
庫
②

冷
凍
庫
①

冷
凍
庫
②

年
月

日
（
　
　
）

天
気

記
録

者
調

理
前

：
℃

%
℃

℃
℃

℃

責
任
者
確

認
印

調
理
後

：
℃

%
℃

℃
℃

℃
調
理
開
始

時
間

（
℃
）

調
理
終
了

時
間

冷
蔵
庫

搬
入
時
刻

冷
蔵
庫

搬
出
時
刻

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

加
揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

熱
揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

食
揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

品
揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

揚
・
焼
・
蒸
・
煮
・
茹
・
炒

：
：

：
℃

：
℃

：
℃

：
℃

：
：

流
水
水
洗
い
の

有
無
○
×

消
毒
液

濃
度

：
：

：
：

：
：

：
：

流
水
す
す
ぎ

の
有
無
②
○
×

食 品 の 消 毒

消
毒
開
始
時
間

消
毒
終
了
時
間

流
水
す
す
ぎ

の
有
無
①
○
×

和
え
物
和
え
た
時
の

時
刻
・
温
度

【
水
冷
・
放
冷
・
冷
却
機
】

冷
却
開
始
・
終
了
時
間
・
温
度

【
冷
蔵
庫
】

冷
却
終
了
時
間
・
温
度

食
品
名

献
立
名

食
品
名

加
熱
方
法

中
心
温
度
（
３
点
）

調
理

作
業

記
録

表
園
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（様式５―１） 

 

 

 

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

 包
丁

１
本

 ピ
ー

ラ
ー

２
本

 ハ
サ

ミ

 包
丁

１
本

 包
丁

１
本

 包
丁

１
本

 包
丁

１
本

 ハ
サ

ミ
２

本

 缶
切

り

 包
丁

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

作 業 前

作 業 時

 包
丁

１
本

 ピ
ー

ラ
ー

２
本

 ハ
サ

ミ

 包
丁

１
本

 包
丁

１
本

 包
丁

１
本

 包
丁

１
本

 ハ
サ

ミ
２

本

 缶
切

り

 包
丁

主
任

調
理

担
当

者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

幼
児

園
　

 　

施
設

安
全

点
検

表
（刃

物
）

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
分

決 裁

園
長

2
0

1
9

1
8

1
7

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

調 理 用

確
認

時
刻

確
認

印

刃
物

責
任

者
印

確
認

印

刃
物

責
任

者
印

確
認

時
刻

調 理 用下 処 理 用下 処 理 用

7
8

9
1
0

1
2

3
4

5
6

1
3

1
4

1
5

1
6

1
1

1
2

3
1
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（様式５―２） 

 

 

 

　
※

こ
の

点
検

表
は

、
作

業
終

了
後

退
勤

時
に

園
長

に
渡

し
、

翌
出

勤
時

に
受

取
る

。

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

　
ガ

ス
台

　
フ

ラ
イ

ヤ
ー

　
炊

飯
器

　
釜

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

作 業 後

最 終 確 認

　
ガ

ス
台

　
フ

ラ
イ

ヤ
ー

　
炊

飯
器

　
釜

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

施
設

安
全

点
検

表
（火

元
等

）
　

　
　

年
　

　
　

月
分

決 裁

園
長

主
任

調
理

担
当

者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

幼
児

園
　

 　

1
5

1
6

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

3
4

5

火 元 点 検 　
そ

の
他

機
器

等

　
戸

締
り

最
終

確
認

時
刻

：
：

1
2

1
3

1
4

：
：

最
終

確
認

者

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

園
長

確
認

（
ｻ

ｲ
ﾝ
）

3
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

火 元 点 検 　
そ

の
他

機
器

等

　
戸

締
り

最
終

確
認

時
刻

：
：

2
8

2
9

3
0

：
：

最
終

確
認

者

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

園
長

確
認

（
ｻ

ｲ
ﾝ
）



20 

 

（様式６） 

御中

下記のとおり注文いたします。

納品日 発注食材名 必要量 単位 （内容量） 単価 金額 材料番号 備考

発注書
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（様式７） 

幼児園

園長名 印

　　　　年　　月 給食の反省記録表
毎日の給食で園児にとってどうであったか調理方法、分量についてお気づきの点などをご記入ください。
残菜は水分を切って量ってください。

日

／

曜
献　　立　　名

10時おやつ
０，１，２歳児担任保育士 ３歳以上児担任保育士 調理師 残菜

3時おやつ
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（様式８） 

園長 調理師 合議 幼児課

令和　　年　　月

以上児 未満児 職員（自園） 検食 合計 以上児 未満児 検食 合計

給食実施日数（以上児） 日 給食実施日数（未満児） 日 幼児園

予定 実施 予定 実施 予定 実施 予定 給食数 午前おやつ

以上児 以上児 未満児 未満児 職員 職員 人員 総使用金額 一人当たり 以上児 未満児 職員 総使用金額 以上児合計 一人当たり 未満児合計 一人当たり 総使用金額 一人当たり 総使用金額 一人当たり

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

合計

給食費収支状況 土曜日の給食費

給食費の基準 日 予定人員 実施人員 総使用金額

円 人 円

１人/日平均

合計

差引過不足額

（給食費計ー総使用金額）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　間　給　食　費　一　覧　表

賄材料費配当予算額

基本人数
昼　　食 おやつ

予定人員

給食数

　(　　　　　　　　　　　　　　）

日 曜日
昼食（副食費） 主食 午後おやつ 以上児 未満児

一日あたり平均

一人あたり平均

３歳未満児（３号） 自園

３歳以上児（２号）
自園

ｾﾝﾀｰ

合　　計（ｾﾝﾀｰ給食費除く）

総使用金額（園児分）

昼食（主食・副食）＋午前おやつ+午後おやつ

一人あたり実施金額（総使用金額÷総使用人員）

未満児 ★当月賄材料合計金額（支払額）

以上児 予算残額（賄材料費－支払額）
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（様式９） 

園名

変更日 献立名 理由

献立変更連絡表　　　　　　　月分
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（様式10） 

食　　品　　受　　払　　簿　　（食品名）

月　　日 摘　　要
受　　　　　　入 払　　出

残　　量 備　　考
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（様式11） 

 

確
認

者
：

品
名

規
格

残
量

品
名

規
格

残
量

品
名

規
格

残
量

品
名

規
格

残
量

し
ょ

う
ゆ

（
濃

口
）

米
だ

し
パ

ッ
ク

い
ん

げ
ん

し
ょ

う
ゆ

（
薄

口
）

米
粉

ﾊ
ﾟｳ

ﾀﾞ
ｰ

ﾊ
ﾟﾝ

ｹ
ｰ

ｷ
だ

し
じ

ゃ
こ

コ
ー

ン

本
み

り
ん

ス
パ

ゲ
テ

ィ
だ

し
昆

布

酢
マ

カ
ロ

ニ
コ

ン
ソ

メ

酒
小

麦
粉

中
華

ス
ー

プ

砂
糖

（
三

温
糖

）
米

粉
カ

レ
ー

ル
ウ

砂
糖

（
　

　
　

　
　

　
　

）
片

栗
粉

シ
チ

ュ
ー

ル
ウ

味
噌

ホ
ッ

ト
ケ

ー
キ

ミ
ッ

ク
ス

ハ
ヤ

シ
ル

ウ

塩
Ｂ

．
Ｐ

わ
か

め

サ
ラ

ダ
油

い
り

ご
ま

ひ
じ

き

ご
ま

油
す

り
ご

ま
干

し
し

い
た

け

マ
ヨ

ネ
ー

ズ
ソ

イ
レ

ブ
ー

ル
高

野
豆

腐

ケ
チ

ャ
ッ

プ
バ

タ
ー

花
か

つ
お

ソ
ー

ス
（
　

　
　

　
　

　
）

マ
ー

ガ
リ

ン

（
調

理
担

当
者

）

　
●

　
　

　
　

月
分

の
発

注
書

に
つ

い
て

２
人

以
上

で
確

認
後

、
発

注
を

行
い

ま
し

た
。

署
名

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
２

０
　

　
　

年
　

　
　

　
　

月
分

残
　

品
　

報
　

告
　

表

確
認

日
：

　
　

　
月

　
　

　
　

日

幼
児

園

（
主

任
）
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（様式12） 

 

業 務 完 了 報 告 書 

 

業 務 名  

契 約 日  

履 行 場 所  

委託(契約)額  

契 約 期 間  

業務完了の日  

備   考  

 

 

  上記のとおり業務を完了したので報告いたします。 

 

     年  月  日 

 

  （契約担当者） 

   東近江市長          様 

 

                    所在地 

                    名 称 

                                   印 
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（様式13） 

東近江市長様

住所

受注者名

代表者

標記のことについて、下記のとおり報告します。

３　業務従事者

勤務日

勤務時間

４　添付資料

同施設の勤務が
始まった日

交代要員

氏名 住所
電話番号

(緊急連絡先)

業務責任者

業務副責任者

　　（ただし、受託業務開始前30日以内の検査結果を提出すること。）

業務従事者

　(1) 履歴書（給食調理業務の経歴を含む。）

　(2) 調理師免許証（写）

　(4) 健康診断結果報告書（写）

　　（労働安全衛生規則　第43条および第44条を満たすもの）

　(5) 検便検査結果報告書（写）

　(3) 栄養士免許証（写）

年　　月　　日

記

１　業務委託名

２　履行場所

業務従事者報告書
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（様式14） 

東近江市長様

住所

受注者名

代表者

標記のことについて、下記のとおり報告します。

３　業務従事者

勤務日

勤務時間

４　業務責任者等の変更について

　(1) 業務責任者

　(2) 業務副責任者

５　緊急に交代要員として勤務する従事者（勤務日当日のみ）

欠勤になる職員

氏名 氏名

※３、４及び５について、今後配属になる従事者については、次の書類を添付すること。

２　履行場所

業務従事者変更報告書

年　　月　　日

記

１　業務委託名

氏名 住所
同施設の勤務が
始まった日

元の従事者

電話番号
（緊急連絡先）

　　（ただし、受託業務開始前30日以内の検査結果を提出すること。）

変更後

変更後

　(1) 履歴書（給食調理業務の経歴を含む。）

　(2) 調理師免許証（写）

勤務日 勤務時間
交代要員

　(4) 健康診断結果報告書（写）

　　（労働安全衛生規則　第43条及び第44条を満たすもの）

　(5) 検便検査結果報告書（写）

住所・電話番号

変更前

変更前

　(3) 栄養士免許証（写）

新しく配属される従
事者
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（様式15） 

 

 

生
活

管
理

指
導

表
（
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

・
ア

ラ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
）

提
出

日
令

和
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

男
　
・
　
女
　

園
名

こ
の
生
活
管
理
指
導
表
は
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
生
活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
や
管
理
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
限
っ
て
作
成
す
る
も
の
で
す
。

★
保
護
者

Ａ
．
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
病
型
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
あ
り
の
場
合
の
み
記
載
。
）

Ａ
．
給
食
・
離
乳
食

電
話
：

1
.
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
関
与
す
る
乳
児
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

1
.
管
理
不
要

2
.
即
時
型

2
.
一
部
管
理
必
要
（内
容
に
つ
い
て
は
、
別
表
２
、
④
に
記
入
）

3
.
そ
の
他

（新
生
児
消
化
器
症
状
・口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群
・

Ｂ
．
ア
レ
ル
ギ
ー
用
調
製
粉
乳

食
物
依
存
性
運
動
誘
発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・そ
の
他
：

）
1
.
不
要

★
連
絡
医
療
機
関

Ｂ
．
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
病
型
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
既
往
あ
り
の
場
合
の
み
記
載
）

2
.
必
要

以
下
該
当
ミ
ル
ク
に
○
、
又
は
（　
）内
に
記
入

医
療
機
関
名
：

1
.
食
物

（原
因
：

）
ミ
ル
フ
ィ
ー
・ニ
ュ
ー
Ｍ
Ａ

-1
・M

A
-m

i・
ペ
プ
デ
ィ
エ
ッ
ト

2
.
そ
の
他

（医
薬
品
・食
物
依
存
性
運
動
誘
発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・ラ
テ
ッ
ク
ス
ア
レ
ル
ギ
ー
・

）
エ
レ
メ
ン
タ
ル
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

Ｃ
．
原
因
食
物
・
除
去
根
拠

該
当
す
る
食
品
の
番
号
に
○
を
し
、
か
つ
《　
　
　
》内
に
除
去
根
拠
を
記
載

そ
の
他
（

）

1
.
鶏
卵

《
》

Ｃ
．
食
物
・
食
材
を
扱
う
活
動

2
.
牛
乳
・乳
製
品

《
》

［
除

去
根

拠
］

該
当

す
る

も
の

す
べ

て
を

《
　

》
内

に
番

号
を

記
載

1
.
配
慮
不
要

電
話
：

3
.
小
麦

《
》

　
①

　
明

ら
か

な
症

状
の

既
往

2
.
一
部
配
慮
必
要
（内
容
に
つ
い
て
は
Ｅ
に
記
入
）

4
.
ソ
バ

《
》

　
②

　
食

物
負

荷
試

験
陽

性
Ｄ
．
除
去
食
品
で
摂
取
不
可
能
な
も
の

5
.
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

《
》

　
③

　
Ig

E
抗

体
等

検
査

結
果

陽
性

病
型
・治
療
の
Ｃ
で
除
去
の
際
に
摂
取
不
可
能
な
も
の
に
○

記
載
日

6
.
大
豆

《
》

　
④

　
未

摂
取

7
.
ゴ
マ

《
》

1
.
鶏
卵
：

卵
殻
カ
ル
シ
ウ
ム

8
.
ナ
ッ
ツ
類

*
《

》
（

す
べ
て
・ク
ル
ミ
・ア
ー
モ
ン
ド
・

）
2
.
牛
乳
・乳
製
品
：

乳
糖

医
師
名

9
.
甲
殻
類

*
《

》
（

す
べ
て
・エ
ビ
・カ
ニ
・

）
3
.
小
麦
：

醤
油
・酢
・麦
茶

1
0
.
軟
体
類
・貝
類

*
《

》
（

す
べ
て
・イ
カ
・タ
コ
・ホ
タ
テ
・ア
サ
リ
・

）
5
.
大
豆
：

大
豆
油
・醤
油
・味
噌

1
1
.
魚
卵

《
》

（
す
べ
て
・イ
ク
ラ
・タ
ラ
コ
・

）
6
.
ゴ
マ
：

ゴ
マ
油

医
療
機
関
名

1
2
.
魚
類

*
《

》
（

す
べ
て
・サ
バ
・サ
ケ
・

）
1
1
.
魚
類
：

か
つ
お
だ
し
・い
り
こ
だ
し

1
3
.
肉
類

*
《

》
（

鶏
肉
・牛
肉
・豚
肉
・

）
1
2
.
肉
類
：

エ
キ
ス

1
4
.
果
物
類

*
《

》
（

キ
ウ
イ
・バ
ナ
ナ
・

）

1
5
.
そ
の
他

（
）

Ｅ
．
主
治
医
か
ら
園
所
へ
の
連
絡
欄

（
自
由
記
載
：
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

Ｄ
．
緊
急
時
に
備
え
た
処
方
薬

1
.
内
服
薬

（抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
）

2
.
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
「エ
ピ
ペ
ン

®
0
.1

5
m

g」

3
.
そ
の
他

（
）

厚
生

労
働

省
　

保
育

所
に

お
け

る
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

生
活

管
理

指
導

表
よ

り
引

用
　

　
一

部
改

変
　

　
　

　
Ｈ

3
0
.１

作
成

ふ
り

が
な

【 緊 急 連 絡 先 】

年
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
日

名
前

ア ナ フ ィ ラ キ シ ー （ あ り ・ な し ）

食 物 ア レ ル ギ ー （ あ り ・ な し ）

病
型

・
治

療
保

育
所

で
の

生
活

上
の

留
意

点

平
成
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
日
生
（
　
　
　
歳
　
　
　
　
ヶ
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

「＊
類
は
（　
）の
中
の
該
当
す
る
項
目
に
○
を
す
る
か
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
」
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（様式16） 

 

 

様
式

F
3

0
3

<数
字

は
可

食
量

>

　
月

ア
レ

ル
ギ

ー
除

去
指

示
書

氏
名

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

除
去

項
目

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
幼

児
園

（
　

　
児

）

Ａ
ｌ

ｇ
除

去
・

置
換

Ａ
ｌ

ｇ
除

去
・

置
換
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（様式17） 

１歳児 ２歳児 ３歳児

【午前おやつ】

【昼食】

【午後おやつ】

園児名

年　月　日 アレルギー園児チェック表 園
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(様式18) 

令和７年度 　年間　幼児園給食野菜使用量

使用量
　　ｋｇ

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0 使用率％

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 Kg単価 0.0

県内産 0.0

東近江産 0.0 0.0%

使用量計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

県内産 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

東近江産 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0 0.0 0.0%

7月

野菜合計

じゃがいも

さつまいも

まいたけ

なす

ブロッコリー

白菜

大根

きゅうり

8月

チンゲン菜

小松菜

ほうれん草

人参

キャベツ

葉ねぎ

３月 R７年度合計

玉ねぎ

9月 10月 11月 12月 １月 ２月食品名 4月 5月 6月
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別記 

個人情報取扱特記事項 

 

（基本的事項） 

第１条 受注者（以下「乙」という。）は、この契約による事務（以下「本件事務」

という。）を処理するに当たっては、個人情報（特定個人情報を含む。以下同じ。）

の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を害することのないよう、個人情報の保

護に関する法律（平成15年法律第57号。特定個人情報及び個人番号を取り扱うとき

は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平

成25年法律第27号）を含む。）並びに東近江市（以下「甲」という。）の定める東

近江市保有個人情報等取扱規程（令和５年東近江市訓令第２号）及び東近江市情報

セキュリティ対策基準（平成27年東近江市訓令第42号）その他関係法令を遵守し、

個人情報を適正に取り扱わなければならない。 

（秘密の保持） 

第２条 乙は、本件事務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、

又は不当な目的に使用してはならない。この契約が終了し、又は解除された後も同

様とする。 

（従事者等への監督及び教育） 

第３条 乙は、この契約による個人情報の取扱いに係る事務の責任者及び従事者（以

下「従事者等」という。）に対し、個人情報の適正な取扱いについて必要かつ適切

な監督及び教育を行わなければならない。 

（収集の制限） 

第４条 乙は、本件事務を処理するために個人情報を収集するときは、その目的を明

確にし、本件事務を処理するために必要な範囲内で、適正かつ公正な手段により収

集しなければならない。 

（目的外利用の禁止等） 

第５条 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、本件事務に関して知り得た個人

情報を本件事務の処理以外の目的に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

（安全管理措置） 

第６条 乙は、本件事務に係る個人情報の漏えい、改ざん、滅失及び毀損の防止その

他の個人情報の安全管理のために必要かつ適切な措置を講じなければならない。 

（持出しの禁止） 

第７条 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、本件事務を処理するために必要

な範囲を超えて、乙が本件事務に係る個人情報を取り扱う作業場所から個人情報を
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持ち出してはならない。 

（複写等の禁止） 

第８条 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、本件事務を処理するために甲か

ら提供を受けた個人情報が記録された資料等を複写し、又は複製してはならない。

ただし、本件事務を効率的に処理するため、乙の管理下において使用する場合はこ

の限りでない。 

（資料等の返還等） 

第９条 乙は、本件事務を処理するために甲から貸与され、又は乙が収集し、若しく

は作成した個人情報が記録された資料等を、この契約が終了し、又は解除された後

直ちに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲が別に指示したと

きは、当該指示した方法により処理するものとする。 

（個人情報の取扱いの委任の禁止等） 

第10条 乙は、本件事務を処理するための個人情報を自ら取り扱うものとし、第三者

に取り扱わせてはならない。ただし、あらかじめ、甲の承諾を得た場合はこの限り

でない。 

２ 前項ただし書の規定により個人情報を取り扱う事務を第三者（乙の子会社（会社

法（平成17年法律第86号）第２条第３号に規定する子会社をいう。）を含む。以下

「再受任者」という。）に取り扱わせる場合（以下「再委任」という。）は、乙は、

再受任者に第１条から前条までの規定及びこの契約に基づく個人情報の取扱いに係

る一切の義務を遵守させるとともに、再受任者との契約の内容にかかわらず、甲に

対して再受任者による個人情報の取扱いに関する責任を負うものとする。 

３ 乙は、再委任をする場合において、再受任者との間で締結する契約書等に第１条

から前条までの規定を明記しなければならない。 

４ 乙は、再委任をする場合は、発注する事務における個人情報の適正な取扱いを確

保するため、再受任者に対し適切な管理及び監督を行うものとする。 

（従事者等の明確化） 

第11条 乙は、従事者等を明確にし、甲から求めがあったときは、甲に報告しなけれ

ばならない。 

（作業場所の特定） 

第12条 乙は、本件事務に係る個人情報を取り扱う作業場所を特定し、甲から求めが

あったときは、甲に報告しなければならない。 

（報告義務） 

第13条 乙は、甲から求めがあったときは、この契約の遵守状況について甲に対して

報告しなければならない。 
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（事故報告義務） 

第14条 乙は、この個人情報取扱特記事項に違反する事態が生じ、又は生じるおそれ

があることを知ったときは、速やかに甲に報告し、その指示に従わなければならな

い。この契約が終了し、又は解除された後も同様とする。 

２ 乙は、本件事務に係る個人情報の漏えい、滅失、毀損その他の個人情報の安全の

確保に係る事態が生じたときは、直ちに当該事態が生じた旨を甲に報告しなければ

ならない。この契約が終了し、又は解除された後も同様とする。 

（再受任者の報告義務） 

第15条 第11条から前条までの規定は、再受任者に再委任をする場合について準用す

る。この場合において、当該再受任者の甲に対する報告は、乙がとりまとめ、行う

ものとする。 

（実地調査） 

第16条 甲は、必要があると認めるときは、この契約の遵守状況を確認するために必

要な範囲内において、乙及び再受任者の本件事務に係る個人情報の取扱いについて

実地に調査をすることができる。 

２ 甲は、必要があると認めるときは、この契約の遵守状況を確認するために必要な

範囲内において、乙に対し再受任者の本件事務に係る個人情報の取扱いについて実

地に調査するよう指示することができる。 

（勧告） 

第17条 甲は、乙及び再受任者の本件事務に係る個人情報の取扱いが不適当と認める

ときは、乙に対し必要な措置をとるべき旨を勧告することができる。 

 （契約の解除及び損害賠償） 

第18条 甲は、前条の勧告による必要な措置をとらないときその他乙がこの個人情報

取扱特記事項に違反していると認めたときは、契約の解除及び損害賠償の請求をす

ることができるものとする。 

（漏えい等が発生した場合の責任） 

第19条 乙は、本件事務に係る個人情報の漏えい、改ざん、滅失、毀損その他の事態

が発生した場合において、その責めに帰すべき理由により甲又は第三者に損害を与

えたときは、その損害を賠償しなければならない。 

 

 


